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8　　へ　　　月　　ノ．
12　　　“
日　ボ六
肇　のメ
選　り1
窒が巻卜
罷由きル

　
町
・
普
及
所
・
農
協
で
は
、
米
の
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
を
進

め
る
た
め
、
親
子
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
こ
と
し
で

四
回
目
．
今
回
は
、
上
野
小
学
校
児
童
七
十
七
人
と
父
兄
ら
、
お
よ
そ

百
人
が
参
加
し
て
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
の
り
巻
き
は
、
米
一
二
十
キ
ロ
、
の
り
三
百
枚
、
卵
百
五
十

個
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
五
十
本
、
キ
ュ
ウ
リ
五
十
本
、
か
ん
ぴ
ょ
う
（
乾
燥
）

七
百
五
十
グ
ラ
ム
、
す
し
酢
十
一
本
を
使
用
．
長
さ
一
二
十
二
・
六
メ
ー

ト
ル
と
い
う
も
の
で
す
．

（
休
日
救
急
医
は
、
十
一
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
）
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八
周
患
九
田
、
第
五
圃
町
議
会
臨

時会が

開
か
れ
ま
じ
た
。
会
期
は
㎜

臼
聞
廼
す
。

　
始
め
ほ
、
｝
般
会
計
補
藍
予
算
襟

ど
、
専
決
処
分
し
赴
事
件
董
件
輝
承

認
さ
蕊
ま
彰
だ
。

　
次
に
、
老
太
灘
婦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
織
塞
体
）
叢
事
講
負
契
約

厭
講
負
者
撮
高
橋
鑑
務
店
、
講
負
金

額
甑
心
億
皿
、
六
㎜
七
ガ
五
筆
円
）

が
承
認
き
れ
蒙
し
癒
。

　
続
騎
て
、
九
罵
拳
遜
段
任
期
満
了

老
な
る
教
鑑
暴
員
北
村
準
一
き
ん
崔
．

引
き
続
騨
て
任
命
す
る
謹
芝
に
同
意

態
謙
態
庵
。

一
鯉
餉
”
旧
胴
鯉
脚
鯉
”
鰭
鑓
図
樋
鯉
”
闘
図
騨
鱈
瞬
図
”
鰭
鱈
瞬
図
餉
岡
N
囲
岡
餉
國
阿
樋
”
M
轟
例
り1
図
”
岡
図
闘
鋼
餉
”
鯉
”
岡
髄
闘
鯉
岡
鯉
”
鯉
餉
鯉
鱒
鱒
餉
鯉
鱒
”
鯉
餉
鯉
鮭
“
鱈
”
鯉
”
鯉
閃
鯉
鱒
㎝
鯉
鱒
鱒
鱒
凶
鯉
臼
区
髄
髄
髄

r木落クリーンセンター」が
　　　　　　　　運転開始

一楠繍漸灘
　
　
ロ
辮
羅

簿
鱒

塑鯉一潔セ潔

　翻尋

馨

曝　

南雲町長（左から2番目）ら関係者によって運転スイッチが入れられました

通
水
式
が
終
わ
り
、
内
部
施
設

を
見
学
す
る
参
列
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
齢

　
顯
　
　
雛
羅
　
　
　
酬

　
麟

…
欝

　
灘

　
闘

き　
　
　
　
　
　
　
　
欄
灘
雛
鰯
灘
雌
■

　
八
月
二
十
一
日
、
木
落
地
内
で
工

事
を
進
め
て
い
た
集
落
排
水
処
理
施

設
「
木
落
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が

完
成
し
、
関
係
者
七
十
人
ほ
ど
が
出

席
し
て
、
安
全
操
業
祈
願
祭
と
通
水

式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
川
西
地
区
（
仁
田
、

野
口
、
新
町
新
田
集
落
の
一
部
）
と

木
落
川
辺
地
区
（
木
落
、
寺
ケ
崎
、

三
領
、
小
根
岸
集
落
）
四
四
七
戸
、

一
、
九
一
〇
人
を
対
象
に
、
一
日
平

均
五
一
六
ト
ン
の
汚
水
を
処
理
す
る

と
い
う
も
の
。
川
西
地
区
に
お
い
て

は
、
平
成
六
年
に
は
す
べ
て
の
排
水

管
の
つ
な
ぎ
込
み
が
完
成
、
供
用
開

始
で
き
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
農
業
集
落
排

水
事
業
で
合
併
施
行
さ
れ
、
去
年
か

ら
二
か
年
継
続
で
進
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・

延
べ
面
積
五
七
六
・
八
平
方
メ
ー
ト

ル
、
建
設
費
四
億
六
、
八
○
○
万
円
、

回
転
式
の
水
槽
で
汚
水
を
分
解
す
る

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ッ
チ
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
っ
て
、

川
西
地
区
で
は
配
水
管
を
随
時
つ
な

ぎ
込
み
、
木
落
川
辺
地
区
に
お
い
て

は
こ
と
し
か
ら
排
水
管
工
事
を
始
め

て
い
ま
す
の
で
、
平
成
八
年
こ
ろ
に

は
全
体
の
つ
な
ぎ
込
み
が
完
成
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
す
で
に
昭
和
六
十
二
年

に
上
野
地
区
（
上
野
、
下
平
新
田
集

落
）
で
下
水
道
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
両
地
区
が
完
成
す
る
と
、

町
の
下
水
道
普
及
率
は
三
十
三
％
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
か
ら
、

千
手
地
区
に
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
や
、
仙

田
地
区
に
お
い
て
も
下
水
道
整
備
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
が
完
成
す
る
平
成
士
二
年
こ
ろ

に
は
、
町
内
の
ほ
ぼ
百
％
近
い
下
水

道
整
備
率
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
南
雲
町
長
ら
が
玉
串

を
奉
莫
し
て
安
全
操
業
を
祈
願
し
た

あ
と
、
小
野
県
農
村
総
合
整
備
課
長

ら
関
係
者
に
よ
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
運

転
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
、
無
事
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
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自
然
災
害
の
中
で
も
、
地
震
は
特
に
被
害
が
大
き
＜
、
そ
の
う
え

火
事
や
山
崩
れ
な
ど
の
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
・

ノ

，
グ
ラ
ッ
〃
と
き
た
と
き
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
地
震
に
対
す
る
心
構
え
を
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
．

　
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
の
く
ら
い
備
え
が
で
き
て
い
ま
す
か
．
確
認

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地震一いざというとき

箔登漕い冒行動冒き聖すか

灘
嚢

　轍．毒
萎無

妻…

鍵
灘

撫
辮

仙田保育園でも初めて地震訓練をしました（8．21）

〔
地
震
に
対
す
る
備
え
は
大
丈
夫
？
〕

　
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
…
…
、

地
震
は
昔
か
ら
怖
い
こ
と
の
代
表
と

し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
し
か
に
、
地
震
の
揺
れ
は
恐
ろ

し
い
も
の
。
し
か
し
、
揺
れ
自
体
よ

り
も
恐
ろ
し
い
の
が
二
次
災
害
で
す
。

と
い
う
の
も
、
地
震
の
揺
れ
が
原
因

で
、
火
事
や
山
崩
れ
な
ど
が
起
き
る

か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
地
震
に
対
し
て

ど
ん
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
か
。

物
が
上
か
ら
落
ち
て
こ
な
い
よ
う

に
す
る

　
震
度
四
程
度
の
地
震
で
も
、
家
具

な
ど
の
上
に
置
い
て
あ
る
物
が
落
ち

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
い
物

や
安
定
性
の
な
い
物
は
高
い
と
こ
ろ

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
具
類
が
倒
れ
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
固
定
す
る

　
大
き
な
地
震
に
な
る
と
、
家
具
の

上
か
ら
物
が
落
ち
る
ば
か
り
か
、
家

具
そ
の
も
の
が
倒
れ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
壁
や
柱
な
ど
に
金
具
で

し
っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

　
　
　
　
消
火
器
の
準
備
を
す
る

　
火
事
は
初
期
消
火
が
肝
心
で
す
。

消
火
器
の
準
備
や
風
呂
の
水
張
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
。

〔
地
震
の
心
得
1
0
か
条
〕

ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
図
ろ
う

　
大
き
な
揺
れ
は
、
一
分
程
度
で
お

さ
ま
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど
、

丈
夫
な
家
具
の
下
で
頭
を
保
護
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

素
早
く
火
の
始
未
を

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
必
ず
コ
ン
ロ

な
ど
の
火
を
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。非

常
出
口
を
確
保
す
る

　
特
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
家

は
、
振
動
で
扉
が
ゆ
が
み
開
か
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
を
感

じ
た
ら
、
、
窓
や
扉
を
開
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
・
つ
。

火
が
出
た
ら
、
ま
ず
消
火

　
出
火
し
た
ら
消
火
器
や
バ
ケ
ッ
な

ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
近
所
に
声
を
か
け
、
協

力
し
て
初
期
消
火
を
し
て
く
だ
さ
い
。

慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に

　
慌
て
て
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
険

で
す
。
か
わ
ら
や
ガ
ラ
ス
な
ど
が
落

ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り

の
状
況
を
よ
く
見
て
行
動
し
ま
し
ょ

・
つ
。

狭
い
路
地
や
塀
際
、
が
け
や
川
べ
り

に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
地
盤

が
ゆ
る
ん
で
崩
れ
や
す
く
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、

こ
の
よ
う
な
場
所
に
は
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

　
地
震
で
起
き
る
山
崩
れ
、
が
け
崩

れ
な
ど
の
二
次
災
害
は
、
と
て
も
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。
役
場
や
警
察
、

消
防
署
な
ど
の
注
意
を
聞
き
、
安
全

な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
は
徒
歩
で
、

　
　
　
　
　
持
ち
物
は
最
小
限
に

　
自
動
車
を
使
う
こ
と
は
、
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
消
火
活
動
や
救
急
救

護
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
避
難

は
徒
歩
で
、
荷
物
は
必
要
な
物
だ
け

に
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
応
急
救
護
を

　
災
害
の
と
き
は
、
お
互
い
の
協
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
い

け
が
は
、
み
ん
な
で
応
急
の
処
置
を

し
ま
し
ょ
・
つ
。

正
し
い
情
報
を
つ
か
も
う

　
災
害
で
混
乱
を
し
て
い
る
と
き
は
、

誤
っ
た
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
役
場
や
警
察
、
消
防
署

な
ど
の
指
示
に
従
い
冷
静
に
行
動
し

ま
し
ょ
・
つ
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
学
校
週
五
日

制
に
つ
い
て
」
語
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
い
ま
、
新
し
い
風

町
生
涯
学
習
推
進
大
会
藷
闘
催

　
八
月
二
十
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
よ
う
と
、
第
二
回
町
生
涯

学
習
推
進
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
南
雲
町
長
の
あ
い

さ
つ
、
横
尾
中
越
教
育
事
務
所
社
会

教
育
課
長
・
小
林
町
議
会
議
長
の
祝

辞
の
あ
と
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
標

語
入
選
者
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
、
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
南
雲
　
良
（
寺
尾
）

　
さ
わ
や
か
に
学
ぶ
幸
せ
輪
の
中
に

　
　
　
関
　
周
一
（
発
電
所
通
り
東
）

　
マ
ナ
ビ
ィ
の
仲
間
で
ひ
ろ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
輪

　
　
　
宮
　
雪
枝
（
山
野
田
）

　
学
び
あ
い
み
ん
な
で
わ
が
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
発
見

　
ま
た
、
八
月
一
日
付
け
で
、
地
域

に
お
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
活

動
を
奨
励
・
援
助
す
る
生
涯
学
習
奨

励
員
（
二
十
人
）
が
委
嘱
さ
れ
、
そ

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
奨
励
員
は

次
の
方
々
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
千
手
地
区
（
六
人
）

　
　
渡
辺
一
治
郎
（
高
原
田
）

　
　
保
坂
　
好
夫
（
沖
　
立
）

　
　
五
十
川
　
清
（
　
〃
　
）

　
　
丸
山
す
み
子
（
中
屋
敷
）

灘
難
灘
翻
灘
、
講
、
難
．

饗

　
小
海
喜
代
美
（
神
社
町
）

　
星
名
サ
チ
子
（
伊
　
友
）

上
野
地
区
（
四
人
）

　
小
熊
与
子
雄
（
上
　
野
）

　
鈴
木
　
義
一
（
新
町
新
田
）

　
高
橋
　
ア
キ
（
上
　
野
）

　
小
海
代
利
子
（
小
根
岸
）

橘
地
区
（
四
人
）

丸
山
　
　
譲
（
下

　
大
久
保
吉
晴
（
野

　
高
橋
　
サ
キ
（
仁

　
村
越
　
由
喜
（
野

仙
田
地
区
（
六
人
）

　
高
橋
　
信
雄
（
赤

　
星
野
　
正
五
（
室

原
）

口
）

田
）

口
）島谷

）　）
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八
月
二
士
二
日
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
で
、
　
「
緑
の
学
校
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
と
小
千
谷
林
業
事
務
所
、
P

T
A
が
企
画
し
た
も
の
で
、
こ
と
し
で
二
回

目
。
自
然
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
児
童
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
て
、
自
然
の
中
で

の
学
習
観
察
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
学
校
」
に
は
、
町
内
小
学
校
四

年
生
児
童
と
父
兄
ら
二
六
〇
人
ほ
ど
が
参
加
。

○
×
ク
イ
ズ
や
豚
汁
づ
く
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

クイズで一喜一憂する参加者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙

　
　
　
　
　
：
■
　
　
　
　
　
▲
巫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
八
月
二
十
一
日
、
十
日
町
市
民
会

館
で
、
第
十
三
回
新
潟
県
少
年
の
主

張
十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
郡
市
内
の
中
学
生
が
、

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
清
新
か
つ
建
設

的
な
意
見
を
と
お
し
て
、
地
区
内
の

住
民
が
そ
の
健
全
育
成
に
理
解
を
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
高
橋
　
ア
サ
（
室
島
）

　
　
金
子
ヒ
ロ
子
（
岩
　
瀬
）

　
　
江
口
　
春
夫
（
小
臼
倉
）

　
　
江
ロ
ノ
リ
子
（
　
〃
　
）

　
「
学
校
週
五
日
制
と
心
豊
か
な
子

や
孫
た
ち
の
育
成
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
父
親
、
母
親
、
祖

父
母
、
学
校
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
の
代
表
者
が
発
表
。
家
庭
、
地

域
社
会
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
神
奈
川
大
学
教
授
の
黒

沢
惟
昭
さ
ん
か
ら
、
　
「
こ
れ
か
ら
の

家
庭
の
あ
り
方
」
と
題
し
た
記
念
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
の
能
力

を
高
め
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
を
、

行
政
も
町
民
も
一
体
に
な
っ
て
考
え
、

進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

優秀賞に輝いた

　星名さんの発表

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
。

　
発
表
は
、
各
中
学
校
の
代
表
十
人
。

川
西
中
か
ら
は
、
星
名
恵
美
子
さ
ん

（
三
年
・
発
電
所
通
り
西
）
が
「
も

う
ひ
と
つ
の
家
族
」
と
題
し
て
発
表

し
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
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記
念

　
八
月
十
六
日
、
昭
和
四
十
二
年
に

挙
家
離
村
で
廃
村
と
な
っ
た
旧
田
代

集
落
で
、
廃
村
二
十
五
周
年
を
記
念

し
た
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
除

幕
と
開
眼
供
養
が
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
田
代
は
、
お
よ
そ
万
治
・
寛
文

記
念
碑
に
線
香
な
ど
を
あ
げ
る

元
住
民

　
　
　
年
間
（
一
六
五
八
～
一
六
七
三
）
に
、

　
　
　
中
島
兄
弟
（
名
前
は
い
ろ
い
ろ
の
説

　
　
　
が
あ
る
よ
う
で
す
）
二
人
に
よ
っ
て

　
　
　
開
拓
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
最
高

　
　
　
十
戸
、
六
十
人
を
数
え
ま
し
た
。
し

　
　
　
か
し
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
四
十
↓

　
　
　
年
に
か
け
て
離
村
が
続
き
、
四
十
二

　
　
　
年
に
は
一
軒
だ
け
残
し
て
四
軒
が
離

　
　
　
村
。
こ
の
と
き
、
三
百
有
余
年
続
い

　
　
　
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
当
日
は
、
は
る
ば
る
関
東
方
面
か

　
　
　
ら
駆
け
付
け
た
元
住
民
た
ち
を
含
む

　
　
　
五
十
人
ほ
ど
が
、
記
念
碑
の
除
幕
と

　
　
　
開
眼
供
養
に
参
列
し
、
合
わ
せ
て
先

　
　
　
祖
の
霊
も
弔
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
記
念
碑
は
、
中
島
忠
一
さ
ん
、
中

　
　
　
島
徳
栄
さ
ん
、
中
島
勝
志
さ
ん
ら
、

　
　
　
有
志
五
人
が
建
立
実
行
委
員
会
を
組

　
　
　
織
し
て
上
野
小
学
校
冬
季
分
校
跡
地

　
　
　
に
建
立
し
た
も
の
で
、
建
立
実
行
委

　
　
　
員
会
で
は
、
　
「
こ
こ
に
田
代
が
あ
っ

　
　
　
た
と
い
う
こ
と
、
大
勢
の
人
た
ち
が

　
　
　
こ
こ
で
苦
労
を
続
け
て
き
た
こ
と
、

　
　
　
そ
の
お
骨
折
り
の
上
に
現
在
の
私
た

　
　
　
ち
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ

　
　
　
の
機
会
に
思
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
あ

　
　
　
り
が
た
い
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
枳

　
　
↑

　
ド
き
や 石

、
、
転
秘

幅
や
職

　
苧
，
　
，

・
費
　
　
・
た
「
田
代
」
は
、
廃
村
や
む
な
き
と

．
轍

、
，
－
榊
”

’
、
　
’

陣
’
隔

｝
、

く
　
レ

イカダを作って川くだり

仙田郷子ども村

騰

聾灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禰
・

イ
カ
ダ
で
川
く
だ
り
す
る
の
は
全
員
初
め
て
で
す

　
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
六
日
間
、
仙
田
地
区
で
仙
田
郷

子
ど
も
村
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
山
村
留
学
実
施
委
員

会
（
高
橋
幸
一
会
長
）
が
主
体
と
な

っ
て
進
め
た
も
の
で
、
こ
と
し
で
三

回
目
。
都
会
の
児
童
と
交
流
を
深
め
、

自
然
の
中
で
の
自
立
生
活
や
、
農
家

の
生
活
体
験
を
す
る
こ
と
な
ど
を
主

な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
外
（
東
京
・
神
奈
川
・

埼
玉
・
千
葉
な
ど
）
か
ら
十
七
人
、

県
内
（
新
潟
・
長
岡
な
ど
）
か
ら
十

一
人
、
地
元
仙
田
小
学
校
か
ら
十
二

人
、
計
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
人
、
継
続
し
て

参
加
し
た
人
、
　
「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
。
楽
し
か
っ
た
一
と
い
う
感
想
が

多
く
聞
け
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

川西魂を見せる
一県消防大会で健闘一

　
ハ
月
九
臼
、
燕
帯
ぞ
開
催
さ
れ
た
類
第
四
十
至
圓
新
潟

県
消
防
弐
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
」
に
、
町
消
防
団
第
一

分
翻
（
山
野
田
）
チ
ー
ム
が
出
場
じ
ま
し
た
。

　
当
圏
は
、
台
風
に
よ
る
激
し
い
風
雨
に
み
ま
わ
れ
、
嚢

ン
デ
ィ
シ
遡
ン
は
簸
悪
。
団
員
は
水
び
た
じ
と
な
っ
た
グ

濁
ウ
ン
隙
で
、
こ
れ
ま
驚
積
ん
で
き
た
練
習
の
成
果
を
掬

強
く
披
露
じ
．
五
位
と
大
健
闘
じ
ま
じ
た
。

　
連
霞
家
庭
を
犠
牲
に
し
、
こ
の
弐
会
に
燃
荒
た
選
蕃
の

皆
さ
ん
や
そ
れ
を
支
え
た
所
属
の
団
員
、
ま
た
、
指
導
に

あ
た
っ
た
消
防
國
幹
部
．
消
防
川
西
分
遣
所
の
職
員
．
太

変
澄
蕃
蛍
様
警
し
た
。

雛
響
灘

風
雨
に
敗
け
ず
頑
張
る
選
手
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校

結果
8月7日
千手小学校プール
　＊は大会新記録

鍵

　　　鰐購麟騨
霧鱗欝

【女子】

　5年200メートルメドレーR
①橘（池竹祐子、大久保麻紀、田中美奈子、野沢佳代）

②千手A（高橋美香、清水貴子、春日あゆみ、平野理恵）

③上野（村山祐子、高橋理恵、桐生かおり、水品早絵）

　6年同
①仙田（庭野紀子、小林優、長谷川美幸、樋口裕美）

②千手A（小林真由美、星名泉、高橋久美子、保坂優海）

③橘（須藤輝美、水落亜耶、田中藍、田中千秋）

　5年100メートル自由形
①小林美喜（仙田）②片桐清香（同）③金子早苗（同）

　6年同
①樋口裕美（仙田）②保坂優海（千手）③佐藤由梨（上野）

　5年100メートル平泳ぎ
①池竹祐子（橘）②高橋理恵（上野）③清水孝子（千手）

　6年同
①清水彩子（上野）②小林優（仙田）③水落亜耶（橘）

　5年100メートル個人メドレー
①田中美奈子（橘）②春日あゆみ（千手）③高橋理恵（上野）

　6年同
①清水彩子（上野〉②樋口裕美（仙田）③田中藍（橘）

　5年25メートルバタフライ
①田中恵梨香（臼倉）②小野塚美紀（千手）③井上冴子（同）

　6年同
①長谷川美幸（仙田）②高橋るみ（千手）③高橋久美子（同）

　5年50メートル自由形
①金子早苗（仙田）②平野理恵（千手）③野沢佳代（橘）

ひとかきひとかき1秒でも早く

鶉　類

6年同
①保坂優海（千手）②佐藤由梨（上野）③庭野紀子（仙田）

5年50メートル平泳ぎ
①池竹祐子（橘）②清水孝子（千手）③小海もも子（同）

6年同
①小林優（仙田）②星名泉（千手）③水落亜耶（橘）

　5年50メートル背泳ぎ
①小林美喜（仙田〉②若山祐子（上野）③高橋美香（千手）

　6年同
①庭野紀子（仙田）②小林真由美（千手）③小林理恵（仙田）

　5年50メートルバタフライ
①田中美奈子（橘）②春日あゆみ（千手）③片桐清香（仙田）

　6年同
①長谷川美幸（仙田）②田中藍（橘）③高橋るみ（千手〉

　5年200メートルR
①橘（野沢佳代、大久保麻紀、池竹祐子、田中美奈子）

②千手A（高橋美香、井上冴子、春日あゆみ、平野理恵）

③上野（高橋理恵、水品早絵、桐生かおり、村山祐子）

　6年同

①仙田（樋口裕美、小林優、小林理恵、長谷川美幸）

②上野A（高橋三代子、富井絵理、佐藤由梨、清水彩子）

③千手A（小林真由美、星名泉、高橋久美子、保坂優海）

　
八
月
十
六
日
、
庚
塚
運
動
場
と
千
手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
町
少
年
野
球
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
野
球
好
き
の

少
年
た
ち
が
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
と
お
し
て
お
互
い
に
思

い
や
り
と
友
情
を
深
め
、
さ
ら
に
は
平
素
の
活
動
に
意
欲

を
持
た
せ
、
向
上
心
を
養
お
う
と
始
め
た
こ
の
大
会
も
、

今
回
で
第
二
十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
四
チ
ー
ム
、
B
ブ
ロ
ッ

ク
四
チ
ー
ム
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
総
当
た
り
戦
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
、
選
手
も
応
援
の
人
た

ち
も
、
暑
さ
と
戦
い
な
が
ら
、
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
が
、
B
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
千
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
旗
と
盾
が
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ

ー
ム
に
は
盾
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

⑭⑭甲子園に負けるな⑭⑭

チビッコ球児大奮闘

力
強
く
選
手
宣
誓
す
る
田
村
潔

君
（
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
）
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　【男子】

　5年200メートルメドレーR
＊①千手A（吉楽拓哉、南雲昌裕、丸山英明、高橋俊博）

②仙田A（小林美喜㊧、丸山良亮、高橋渉、金子早苗㊧）

③千手B（柄沢秀範、鈴木健、松崎正、南雲基延）

　6年同
①千手A（高橋智士、山岸大祐、斎藤保、田村潔）

②仙田（高野将、高橋新、小林伸彦、小林宣昌）

③千手B（平沢克広、内山鉄兵、茂野進、柳昌光）

　5年IOOメートル自由形
＊①高橋俊博（千手）②高橋渉（仙田）③登坂幸雄（同）

　6年同
①田村潔（千手）②野沢貴宏（橘）③高橋理貴（同）

　5年100メートル平泳ぎ
①南雲基延（千手）②今井拓朗（橘）③鈴木健（千手）

　6年同
①秦野勝義（橘）②高橋新（仙田）③尾身尚也（千手）

　5年100メートル個人メドレー
＊①丸山英明（千手）②南雲基延（同）

　6年同
①高橋新（仙田）②田畑正樹（、上野）③高橋智士（千手）

　5年25メートルノぐタフライ
＊①松崎正（千手）②大海真彦（同）③水落信行（橘）

　6年同
①斎藤保（千手）②茂野進（同）③小林伸彦（仙田）

　5年50メートル自由形
＊①高橋俊博（千手）②登坂幸雄（仙田）③桐生和久（臼倉）

　6年同
①田村潔（千手）②野沢貴宏（橘）③柳昌光（千手）

　5年50メートル平泳ぎ
①南雲昌裕（千手）②鈴木健（同）③今井拓朗（橘）

　6年同
①秦野勝義（橘）②尾身尚也（千手）③山岸大祐（同）

　5年50メートル背泳ぎ
①吉楽拓哉（千手）②藤原弘生（橘）③柄沢秀範（千手）

　6年同
①平沢克広（千手）②高橋智士（同）③高野将（仙田）

　　　親善水泳大会

　5年50メートルバタフライ
①丸山英明（千手）②高橋渉（仙田）

　6年同
①斎藤保（千手）②茂野進（同）③小林伸彦（仙田）

　5年200メートルR
＊①仙田A（高橋渉、片桐清香㊧、金子早苗㊧、小林美喜㊧）

＊②千手A（高橋俊博、南雲基延、吉楽拓哉、丸山英明）

③橘（山家隆二、今井拓朗、水落信行、藤原弘生）

　6年同
①千手A（斎藤保、高橋智十、茂野進、田村潔）

②橘（高橋理貴、戸田和樹、田口陽介、野沢貴宏）

③仙田（小林伸彦、高橋新、高橋英宏、小林宣昌）

騨懸

＿灘

5年女子メドレーリレーのスタートのようす

⑦

ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
多
く
の
人
が
集
り
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

・贈紙o加雑1の特力や

　
ま
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
バ
ザ
ー

や
珍
し
い
ラ
イ

ス
ヌ
ー
ド
ル
の

試
食
会
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

お
た
の
し
み
抽

選
会
や
ち
び
っ

こ
。
ハ
タ
ー
ゴ
ル

フ
な
ど
も
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ

て
お
り
、
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん

だ
よ
う
で
し
た
。

4．9．10

　
八
月
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
同
駐
車
場
で
、
第

五
回
「
青
空
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
、
農
協
、
商
工
会
が
主
催
し
、
特
産

グ
ル
ー
プ
や
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
各
種
グ
ル

ー
プ
が
協
力
す
る
も
の
で
、
地
域
の
消
費
者
に
町
の

農
産
品
・
特
産
品
を
紹
介
し
、
地
元
の
需
要
拡
大
と

関
係
団
体
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
露
天
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
場
野
菜
、
果
物
、
衣
料

品
、
日
用
雑
貨
、
食
品
な
ど
を
格
安
に
販
売
。
手
づ

く
り
農
産
加
工
品
展
示
即
売
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
作
品

展
示
即
売
。
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
手
作
り
木
工
品
、

手
す
き
和
紙
が
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
消
費
者
も
大
褻
び



仙
田
村
の
学
校
間
題
②

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

赤
岩
の
一
村
二
校
説

　
明
治
四
十
年
五
月
一
日
の
「
赤
岩

校
沿
革
史
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
「
多
年
希
望
セ
ル
高
等
小
学
ノ
併

置
モ
種
々
ノ
事
情
ノ
為
常
二
延
期
セ

　
　
　
　
　
　
　
ま
た

ラ
レ
シ
処
、
本
年
亦
地
元
二
於
テ
設

備
費
ノ
内
五
十
円
寄
附
ノ
条
件
ヲ
付

シ
、
村
会
へ
請
願
セ
シ
ガ
臼
倉
校
、

中
仙
田
区
ヨ
リ
モ
同
一
ノ
請
願
ヲ
出

　
　
　
か

セ
リ
。
斯
ク
テ
ハ
到
底
忍
ビ
得
ザ
レ

バ
、
種
々
談
合
ノ
末
遂
二
…
」

　
高
等
科
児
童
が
ど
こ
よ
り
も
多
い

赤
岩
校
区
は
、
一
村
二
校
の
高
等
小

明
治
期
の
赤
岩
校

学
で
村
の
均
衡
が
保
て
る
こ
と
を
理

由
に
、
①
仙
田
校
の
高
等
小
学
は
現

状
維
持
と
し
て
中
仙
田
以
南
の
児
童

を
収
容
す
る
　
②
赤
岩
校
に
高
等
小

学
を
併
置
し
て
赤
谷
以
北
の
児
童
を

収
容
す
る
、
こ
と
を
訴
え
て
い
た
。

　
室
島
区
は
、
仙
田
校
の
高
等
小
学

を
存
置
し
た
い
一
心
か
ら
こ
の
赤
岩

の
言
い
分
に
反
論
し
な
か
っ
た
が
、

中
仙
田
側
は
、
　
「
赤
岩
は
背
信
行
為

だ
」
と
区
を
あ
げ
て
反
ば
つ
し
た
。

　
校
区
の
対
立
は
深
く

　
中
仙
田
区
か
ら
「
仙
田
校
の
高
等

科
を
村
の
中
央
に
」
と
声
が
あ
が
っ

た
時
、
こ
の
呼
び
か
け
に
い
ち
早
く

応
じ
た
の
は
、
越
ヶ
沢
も
通
学
区
域

に
含
ま
れ
る
田
戸
校
区
で
あ
っ
た
。

　
赤
岩
校
区
と
臼
倉
校
区
も
当
初
は

中
仙
田
側
に
同
調
し
た
か
に
み
え
た

が
、
内
心
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
に

こ
そ
高
等
小
学
を
併
置
し
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正

期
に
入
る
と
、
紛
争
の
長
期
化
に
つ

れ
て
各
校
区
の
利
害
得
失
が
あ
ら
わ

に
な
り
、
中
仙
田
と
手
を
結
ん
だ
臼

倉
校
区
と
、
こ
の
同
盟
に
激
怒
し
た

赤
岩
校
区
の
間
に
宿
命
的
な
溝
が
で

き
て
深
ま
る
。

（
白
倉
校
「
む
ら
の
記
録
」
よ
り
転
載
）

解
壷曝

・㌶
謬’　　　　　　　　　　　q＝〆　v　　 y
岩瀬・赤谷村落民にいじめられる
　　　　（絵・富永）

通
学
の
児
童
に
投
石

　
高
等
科
併
置
を
め
ぐ
る
紛
争
が
激

化
す
る
中
で
、
仙
田
校
に
通
う
児
童

も
敵
と
味
方
に
分
か
れ
て
反
目
し
、

と
き
に
は
い
じ
め
に
発
展
す
る
不
幸

な
事
態
に
も
な
っ
た
。

　
臼
倉
校
の
百
周
年
記
念
誌
「
む
ら

の
記
録
」
は
、
悲
し
い
挿
絵
ま
で
残

し
て
、
荒
れ
に
荒
れ
た
当
時
の
有
様

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
明
治
末
よ
り
大
正
に
か
け
て
の
仙

田
村
の
学
校
教
育
を
語
る
時
、
高
等

科
設
置
に
端
を
発
す
る
部
落
間
の
反

目
を
あ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
教
育
問
題
の
乱
れ
は
、
直
ち
に
子

ど
も
の
学
校
生
活
の
上
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
臼
倉
に
高
等
科
併
置
の
声

が
あ
が
る
や
、
仙
田
校
（
室
島
）
へ

の
登
下
校
に
赤
岩
・
岩
瀬
の
子
ど
も

か
ら
、
ま
た
、
部
落
民
か
ら
も
投
石

等
に
よ
る
迫
害
を
受
け
、
部
落
内
の

通
行
も
危
険
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
高
等
科
の
設
置
に
つ
き
、
会
合
を

重
ね
れ
ば
重
ね
る
だ
け
に
、
溝
が
深

め
ら
れ
、
争
い
は
益
々
た
か
ま
り
を

み
せ
た
。
激
怒
す
る
反
対
区
民
の
害

を
恐
れ
、
村
会
議
員
は
警
察
官
護
衛

付
き
で
帰
宅
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
っ
こ
う

赤
岩
校
区
民
が
激
昂

　
こ
の
時
代
の
動
き
を
、
　
「
仙
田
村

学
校
問
題
沿
革
」
は
次
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
る
。

　
大
正
七
年
二
月
ノ
通
常
村
会
二
於

テ
、
遂
年
増
加
ス
ル
高
等
科
児
童
ヲ

仙
田
校
二
全
員
収
容
ス
ル
コ
ト
ノ
困

難
ヲ
憾
シ
、
赤
岩
校
二
併
置
シ
テ
緩

和
セ
ン
ト
村
長
中
条
庄
吉
発
案
ス
。

其
際
、
中
仙
田
校
及
ビ
臼
倉
校
ニ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
ま

併
置
説
出
、
紛
叫
シ
、
纒
ラ
ズ
。

　
七
年
五
月
、
臨
時
村
会
二
於
テ
臼

倉
校
二
併
置
ノ
件
ヲ
可
決
、
六
月
一

日
ヨ
リ
同
校
二
併
置
ノ
件
認
可
セ
ラ

ル
。
然
レ
共
、
最
モ
多
数
ノ
高
等
小

学
就
学
児
童
ヲ
有
ス
ル
赤
岩
校
区
域

民
首
肯
セ
ズ
、
遂
二
中
仙
田
校
区
域

民
ト
対
抗
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
数
十

回
ノ
会
合
ヲ
重
ネ
シ
カ
ド
解
決
ス
ル

ニ
至
ラ
ズ
、
其
問
当
時
ノ
郡
長
殿
及

ビ
郡
視
学
殿
ノ
出
張
ヲ
煩
ハ
ス
。

　
高
等
科
を
三
校
に
併
置

　
大
正
八
年
十
一
月
、
時
ノ
郡
長
江

川
民
三
郎
殿
及
ビ
樋
口
郡
視
学
殿
ノ

来
村
ヲ
乞
ヒ
、
村
内
各
階
級
者
二
面

接
調
停
ノ
結
果
、
赤
岩
校
二
高
等
小

学
、
中
仙
田
校
二
農
業
補
習
学
校
ヲ

併
置
ス
ベ
キ
妥
協
案
ヲ
提
出
サ
レ
、

本
案
二
依
リ
該
問
題
モ
円
満
二
解
決

ヲ
告
グ
。
依
テ
九
年
四
月
一
日
ヨ
リ

仙
田
、
赤
岩
、
臼
倉
ノ
三
ケ
校
二
高

等
小
学
ヲ
、
中
仙
田
校
二
農
業
補
習

学
校
ヲ
開
校
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
。

中
条
村
長
が
辞
職

　
大
正
九
年
十
二
月
廿
一
日
、
臨
時

村
会
二
於
テ
仙
田
校
、
中
仙
田
校
ノ

両
校
ヲ
同
一
ノ
設
計
ニ
テ
同
時
二
改

築
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
時
ノ
村
長
中

条
庄
吉
氏
当
時
ノ
村
会
ノ
決
議
二
依

ル
学
校
改
築
二
関
ス
ル
設
計
ヲ
申
請

セ
シ
為
、
村
財
政
窮
乏
下
ノ
建
築
ヲ

憂
フ
村
民
ノ
有
志
等
強
ク
反
対
シ
、

中
条
村
長
は
引
責
辞
職
セ
ラ
ル
。

　
室
島
の
高
橋
惣
治
さ
ん
は
、
も
め

た
村
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
仙
田
校
と
中
仙
田
校
の
改
築
は
、

両
校
と
も
校
舎
が
二
階
建
て
十
九
間

の
五
間
一
尺
（
約
三
一
八
平
方
材
）
、

廊
下
が
七
尺
で
、
こ
れ
に
小
使
室
と

便
所
が
付
い
た
同
一
の
設
計
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
倉
と
臼
倉
校
区
が
こ

の
同
時
改
築
に
強
く
反
対
し
、
田
戸

校
区
民
の
一
部
も
同
調
し
て
村
民
大

会
を
開
く
騒
ぎ
に
発
展
し
た
。

　
中
仙
田
区
か
ら
は
「
室
島
の
学
校

が
大
き
す
ぎ
る
、
同
一
規
模
だ
と
、

将
来
、
仙
田
校
を
中
仙
田
校
に
統
合

す
る
の
が
至
難
に
な
る
」
と
い
う
予

想
も
し
な
い
異
議
が
出
た
。

4。9．10⑧



懸

「秋まつり」には、もみじの大木を引っ張ります。水をかけ
あうことでも知られているまつりです（8．30　小白倉）

一カメラルポー

戴
難

毎年恒例の若い衆による手づくり劇。大会
のメーンです（8．14　赤谷）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん

だ
紙
飛
行
機
大
会
（
8
・
30
　
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

麗
鰭
鱒
騰
纏

雛
臨
購
．

夜店や地踊りで、大変にぎわった
諏訪まつり　（9．2　原田）

灘．騨

編
懸

匙
地
区
体
育
振
興
会
が
中
心
に
な
っ
て

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま

し
た
（
8
・
23
　
千
手
地
区
）

青年会がみこしを繰り出して、諏訪神社まつりを
盛り上げました（8．26　上野）

郷土の伝統芸能を披露。保存伝承にも努める。町芸能大会
が仙田地区で行われました（8．30　仙田小）



⑭

ム
圃
團
團

圃
函
回
▽

話
題
の
新
刊
書
紹
介

○
わ
た
し
た
ち
の
地
球
を
守
ろ
う

全
八
巻
不
破
敬
一
郎
監
修
階
成
社

　
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
地
球

温
暖
化
、
放
射
性
廃
棄
物
、
大
気
汚

染
、
海
洋
汚
染
、
砂
漢
化
、
熱
帯
雨

林
の
破
壊
な
ど
、
地
球
は
い
ま
重
大

な
危
機
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
そ
の

現
状
を
豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ま
わ
た

し
た
ち
は
何
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い

か
を
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
問
い
か
け

て
い
ま
す
。

①
野
性
動
物
を
保
護
し
よ
う

毎
年
六
千
種
以
上
の
生
物
が
地
球

か
ら
消
滅
し
て
い
る
そ
う
だ
。

②
熱
帯
雨
林
を
救
お
う

　
世
界
じ
ゅ
う
の
熱
帯
雨
林
が
、
い

ま
は
は
げ
し
い
破
壊
の
危
機
に
あ
る
。

③
砂
漠
化
か
ら
地
球
を
守
ろ
う

　
地
球
の
三
分
の
一
以
上
が
砂
漠
化

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

④
地
球
の
海
を
救
お
う

　
海
が
い
ま
、
人
間
が
つ
く
り
だ
し

た
廃
棄
物
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

⑤
地
球
の
大
気
を
守
ろ
う

　
大
気
を
汚
染
す
る
化
石
燃
料
が
地

球
の
温
暖
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

⑥
酸
性
雨
か
ら
地
球
を
守
ろ
う

　
酸
性
雨
が
樹
木
を
枯
ら
し
川
や
湖

の
魚
の
繁
殖
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
。

⑦
ゴ
ミ
と
リ
サ
イ
ク
ル

　
地
球
の
生
命
を
お
び
や
か
す
産
業

廃
棄
物
は
ど
う
処
理
す
る
か
。

⑧
農
業
と
環
境
問
題

　
農
薬
は
地
球
環
境
を
汚
染
し
、
人

体
に
も
害
を
与
え
て
い
る
。
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。
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轟鑛

萎

暑くても一生懸命頑張りました

毫

入
所
者
た
ち
が
奉
仕
活
動

　
八
月
五
日
、
精
神
簿
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま
の
家
」

の
入
所
者
と
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
お
よ
そ

三
十
人
が
、
ナ
カ
ゴ
芝
生
広
場
で
草
取
り
の
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

道
路
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
範
囲
を
広

げ
た
も
の
。
今
回
は
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
近
所
に
あ

た
る
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
草
取
り
を
実
施
す
る
運
び
ど
な
り
ま
し
た
。

鐡

1
年
渡
貫
紀
子
さ
ん

5年高橋理恵さん

繍

星
蜷

難

　　

　
　
　
　

禦
強

難
，
鰹
撚

2
年
小
林
祐
樹
君

6年星名淳二君

（10月号は橘小学校です）

糖
灘
騨
欝
麟

3
年
清
水
恵
子
さ
ん



　　　差
　　　目　　　立
　　　　　　思、
　　　　　　　（敬称略）
一般寄附

小林孝寿（中島町）　5万円
老人福祉に

e野沢六郎（野口）　2万円
広報発行に

匿名希望（東久留米市）1万円

S　8月24日に締め切った新しい診療所の名称募集に、611
z点の応募がありました。26日、その審査会が実施され、　l

s星名一弘さん（沖立）の作品が入賞。また、土田ミツさ　l

圃休日救急医
9月13日山口医院（袋　町）盈52－2174

　15日至誠堂医院（西浦町）盈52－3276

　20日中条病院（中条）岱57－3018
　23日大熊内科医院（山本町）盈52－7066

　27日富田医院（神明町）盈52－3269
10月4日第二藤巻医院（上　野）盈68－2018

　10日大島医院（川原町）暦52－2957

　11日山口医院（下　条）岱55－2003

国民健康保険者証の更新に伴い、記載

事項の誤りなどを見つけたらご連絡を

　9月1日から、国民健康保険者証が更
新されました。

これに伴い、　「記載事項の誤り」や「保

険証に記載してある方が社会保険に加入

した場合」などには連絡をお願いします。

　【連絡生】役場保健係

　　　　a　68－3111
　　　　有線2122、2132
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熱
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睦
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八
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、
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、
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十
七
回
町
ゲ
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ル
大
会
が
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か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳
繊
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こ
の
大
会
に
は
三
十
ニ
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
懸
　
　
　
　
参
加
。
ま
ず
、
八
コ
ー
ト
に
分
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
　
　
　
て
予
選
リ
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グ
を
行
い
、
各
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
位
八
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
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ン
ト
戦
に
臨
み
ま
し
た
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予
選
も
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勝
も
、
ど
の
試
合
も
臼
熱
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
一
打
を
打
つ
ご
と
に
、
監
督
の
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
や
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
撒
　
　
諺
藩
　
　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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睦
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襲
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会
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仁
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友
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打
に
集
中
。
力
が
入
り
ま
す
　
　
　
　
　
四
位
　
赤
谷
睦
会
B

秋の全国交通安全運動
期間9月21日（月）～9月30日（水）

　　秋の道
ゆずる気持ちと

　　　待つゆと

燃脳蝋繍漁

　　も　ヤ
　難灘　1㎜

鑑

一禰輪
購撒　盟　

鍵
．
灘

　

灘鞍

犠

　
毅

　
　
漏

　　闘
．繍、、鱒講覇

　　　聯轍

巌
撫
繊鞘覇

灘鍵難　　騰　麟＿ 椰 ・　聾
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踊
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瀬
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輩
新
田
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中
仙
田
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高
原
田

成
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伊
勢
平
治

男
）
小
臼
倉

夫
）
下
平
新
田

二
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上
野

江
口
圭
子

戸
田
　
貞
子

星
名
　
春
子

川
崎
　
保
一

村
越
春
野

村
越
　
　
幸

登
坂
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史

　
入
沢
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や

大
海
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涛

根
津
と
さ
子

井
川
　
　
亘

　
田
中
　
ひ
さ

数
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壮
一

春
日
　
ぶ
ん

白
井
す
み
い

「
こ
ん
に
ち
は
、

食
生
活
改
善
推
進
委
員
で
す
」

　
今
回
は
、
　
「
町
食
生
活
改
善
推
進

委
員
協
議
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
医
学
の
進
歩
や
経
済
の
成
長
に
伴

い
、
死
亡
率
の
低
下
や
平
均
寿
命
の

伸
び
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
は
、
生
活
習
慣
や
社
会
構
造
の

変
化
に
よ
り
成
人
病
が
増
加
し
、
過

食
傾
向
に
よ
る
肥
満
、
無
理
な
節
食

に
よ
る
貧
血
な
ど
も
増
え
、
新
た
な

健
康
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
や
は

り
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち

の
手
で
」
と
、
協
議
会
で
は
十
日
町

保
健
所
で
開
催
さ
れ
る
栄
養
教
室
を

十
カ
月
間
受
講
し
、
食
生
活
を
中
心

に
健
康
づ
く
り
の
基
本
を
勉
強
し
て

　　鰍麟
騨

募

い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
を
少

し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
共
有
で
き
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れ
ば
と
・
昭
和
四
＋
三
年
か
ら
吉
騒

町
市
と
合
同
で
「
や
ま
な
会
」
を
発
麗

猛
叶
鷲
独
立
阪
現
在
に
幽

現
在
会
員
数
三
＋
九
全
育
囎

て
も
終
わ
り
・
第
二
の
暮
真
っ
盛
捲

り
の
方
か
ら
、
子
育
て
奮
闘
中
の
方
爾
魎

ま
で
様
々
な
立
場
の
、
し
か
も
み
な
罵

壕
旙
舘
欝
鵬
傭
難
螺

懸
雛
馨
編
馨
鈷

　
　
　
　
の
結
果
を
基
に
、
十
月
半
ば
に
は
、

　
　
　
　
各
地
域
で
開
か
れ
る
調
理
講
習
会
に

嚢
難
罐
諾
薫
簸

員
自
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
、

②
地
域
の
生
活
実
態
を
知
ろ
う
、
と

し
て
い
ま
す
。
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大
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思
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。

　
塩
分
測
定
も
自
ら
の
手
で
　
　
　
・


